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本
修
理
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
八
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
も
の

で
、
修
理
方
針
は
昨
年
度
ま
で
と
同
じ
く
変
更
は
な
か
っ
た
。

　
修
理
前
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
画
面
の
反
り
（
図
1
）、
本
紙
の
亀
裂
や
欠
失
、
折
れ

（
図
2
）、
継
ぎ
代
部
分
の
糊
離
れ
、
そ
し
て
絵
具
層
の
粉
状
化
や
剥
離
・
剥
落
、
白
濁
化
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
各
所
に
白
い
黴
跡
も
認
め
ら
れ
た
。

　
本
紙
の
肌
裏
紙
を
除
去
し
、
透
過
光
な
ど
で
細
部
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
本
紙
が
全
体
的

に
薄
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
修
理
し
た
他
の
巻
と
等
し
く
、
過
去
の
修
理
で
相

剝
ぎ
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彩
色
の
指
示
書
や
、
表
の
描
写
と
異
な
る
下
書
線
、

第
十
七・
十
八
紙
で
は
、
仏
の
頭
光
の
円
形
描
写
に
使
用
さ
れ
た
コ
ン
パ
ス
の
中
心
点
な
ど
も

確
認
で
き
た
。
ほ
か
に
も
本
紙
の
継
下
部
分
の
多
く
か
ら
、
修
理
時
の
通
し
巻
数
と
紙
数
の
墨

書
、
あ
る
い
は
霞
や
彩
色
も
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
修
理
や
制
作
工
程
の
一
端
が
伺
え
た
。

　
軸
木
を
巻
く
軸
巻
紙
に
、
他
巻
と
同
じ
く
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
（
図
3
）。
こ
れ
に
よ
る

と
、
全
巻
の
修
理
を
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
十
月
か
ら
開
始
し
、
翌
二
年
（
一
六
八
九
）

三
月
二
十
八
日
に
完
了
し
た
こ
と
。
そ
の
際
、
二
十
六
巻
を
十
五
巻
に
仕
立
て
直
し
た
こ

と
。
修
理
は
江
戸
通
本
石
町
三
丁
目
の
経
師
中
村
太
郎
兵
衛
と
杉
江
兼
宣
が
手
掛
け
た
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
紙
の
総
延
長
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
部

の
絵
巻
を
、
極
め
て
短
期
間
で
修
理
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
修
理
後
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
修
理
銘
に
よ
り
本
来
は
二
巻
仕
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ

ら
に
今
後
の
取
り
扱
い
や
作
品
の
安
全
性
も
考
慮
し
て
、
制
作
当
初
の
第
二
十
五
巻
の
巻
末

に
あ
た
る
第
十
紙
と
、
第
二
十
六
巻
巻
頭
で
あ
っ
た
第
十
一
紙
で
分
巻
し
、
当
初
の
姿
で
あ

る
二
巻
に
仕
立
て
直
し
た
。
ま
た
表
紙
裂
は
修
理
前
の
裂
を
復
元
し
、
巻
緒
、
見
返
し
、
軸

巻
、
八
双
、
軸
木
は
新
調
。
軸
首
は
分
巻
後
の
上
巻
を
元
使
い
と
し
、
下
巻
は
新
調
し
た
。

あ
わ
せ
て
桐
製
の
太
巻
と
白
羽
二
重
の
包
裂
を
添
え
た
。

　
な
お
、
修
理
全
体
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
次
年
度
以
降
に
報
告
の
予
定
で
あ
る
。
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図3　軸巻紙墨書 図2　画面の折れ（巻末）

図1　画面の反り（上：修理前、下：修理後）
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本
紀
要
の
投
稿
原
稿
は
、
編
集
委
員
に
お
い
て
査
読
を
経

た
審
査
を
し
、
採
用
決
定
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
は
、
収
蔵
品
お
よ
び
館
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

を
題
材
と
し
、
関
連
諸
学
（
美
学
・
美
術
史
学
、
歴
史
学
、

考
古
学
、
博
物
館
学
、
博
物
館
教
育
、
博
物
館
情
報
、
保
存

科
学
等
）
に
お
け
る
研
究
、
お
よ
び
上
記
以
外
の
館
の
活
動

に
関
わ
る
事
業
・
事
例
等
報
告
と
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
事
業
・
事
例
等
報
告
や
調
査
概
報
に
つ
い
て

は
、
査
読
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
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念
校
（
35
字
×
29
行
×
２
段
＝
２
０
３
０
字
）

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
中
、
作
品

　

名
や
作
者
、
制
作
年
な
ど
の
表
記
は
、
紀
要
発
行

　

当
時
の
も
の
で
す
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
の
著
作　

　

権
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
皇
居
三
の

　

丸
尚
蔵
館
に
属
し
、
本
フ
ァ
イ
ル
を
改
変
、
再
配

　

布
す
る
な
ど
の
行
為
は
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
で

　

き
ま
せ
ん
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
に
掲
載
さ

　

れ
た
文
章
や
図
版
を
利
用
す
る
場
合
は
、
出
典
を

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
版
を
出
版
・
放

　

送
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
研
究
資
料
な
ど
に
使
用
す

　

る
場
合
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
手
続
き

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


